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森松明希子さん講演会「福島原発事故と私たちの人権」       （戸村京子） 
 2018 年 10 月 27 日にブラザー・ミュージアム（名古

屋市）にて、福島原発事故避難者の森松明希子さん（東

日本大震災避難者の会 Thanks & Dream〈サンドリ〉代

表）の講演会を開催しました。福島県郡山市から、2 人

のお子さんを抱えて大阪市へ母子避難されている森松さ

ん。そのつらい避難生活の体験を基に、今年 3 月に国連

人権理事会で、福島原発事故の被災者の置かれている状

況、日本の放射能被ばく限度「20 ミリシーベルト／年」

を事故前の「1 ミリシーベルト／年」に戻すこと、被災

者の「避難する権利」を認めてほしいと訴えたこと、国連

やドイツ訪問等の様子を、東京の避難者草野さんとお二

人で報告してくださいました。 

 チェルノブイリ救援・中部は 1992 年に、ウクライナ

のカウンターパート「放射能汚染地域から非汚染地域へ

の移住基金」（現「チェルノブイリの人質たち」基金）と

共に、国連「世界人権宣言」にチェルノブイリや世界中の核被害者を“放射能難民”と認定す

ることを求め、『放射能の危険にさらされずに生きる人間の権利・ウクライナと日本の市民団体の

共同覚書』を提出して訴えました。ウクライナのジトーミルスキー･ヴィースニク新聞社やア

メリカの NGO と連携して取り組んだものです。 

 今回の講演会は、チェルノブイリ救援･中部、名古屋 YWCA、レスキューストックヤード、

未来につなげる･東海ネット、核のゴミキャンペーン、原発事故避難者の会･愛知の 6 団体が

実行委員会を結成し主催しました。当日は、避難者の会の若いお母さんたちが司会進行を担

い、集団訴訟の原告として闘っている避難者は、被災者の人権や思いを述べ、裁判の傍聴を

要請しました。東海地域で原発や核廃棄物の危険性を長く訴え続けてきた市民と避難者支援

の NPO・NGO メンバーは、彼らの問題は日本社会の問題、自分への課題との思いを新たに

しました。 
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脆弱な子ども達を、被曝から守ることに力を貸してください。 

去る 2018 年 3 月 19 日、森松明希子さん

（P1 参照）は、スイス（ジュネーブ）で開

かれた国連人権理事会本会合で、スピーチ

を行いました。このスピーチは、NGO グリ

ーンピース・ジャパンの尽力により実現し

ました。その要約を紹介します。 

『･･･避難者である母親たちと、グリーンピ

ースとともに来ています。私は、2011 年 5

月、福島の災害から逃れるために、二人の

子どもを連れて避難しました。原発事故後、

放射能汚染は広がりました。 

私たちには情報は知らされず、無用な被

曝を重ねました。 

空気・水・土壌がひどく汚染される中、

私は汚染した水を飲むしかなく、赤ん坊に

母乳を与えてしまいました。 

放射能から逃れ、健康を享受することは

基本的原則です。日本の憲法は『全世界の

国民が、等しく恐怖と欠乏から免れ、平和

のうちに生存する権利』と描かれています。 

しかし、日本政府は市民を守るための政

策を、ほとんど実施してきませんでした。

その上、日本政府は放射線量の高い地域へ

の帰還政策にばかり力を注いでいます。 

日本政府は、国連人権理事会での勧告を

直ちに完全に受け入れ、実施をしてくださ

い。国連加盟国の皆さんの、日本の人々の

権利擁護の働きに感謝します。 

今後も、福島そして東日本の･･･特に、

脆弱な子ども達を、さらなる被曝から守る

ことに力を貸してください。ありがとうご

ざいました。』 

  

【緊急】 チェルノブイリ救援・中部 理事一同から、寄付の緊急依頼！ 

当団体は、みなさまからの寄付金と助成

金で、1990 年から 28 年間活動を継続して

くることができました。本当にありがとう

ございます。今年度も、なんとか、ギリギ

リの資金状態で終えられる見込みです。 

ただし、今年度は当初予算の段階で、「ウ

クライナへの支援金と業務委託費の減額

(前年度よりも約 95 万円の減額)」をしてい

ます。さらには、下半期に予定していた「ウ

クライナへの派遣事業の中止(85 万円)」や

「手紙プロジェクトの減額(20 万円)」(全体

で約 200 万円の事業費の減額)をすること

で、運営資金ギリギリで今年度を終える予

定です(残金 0 円)。これらの措置で運営資

金が間に合わない場合には、さらに管理費

(おもに人件費)の削減も考えています。 

原発事故の影響は、残念ながら長く続き 

ます。ウクライナも、福島も、まだまだい

ろいろな形での支援が必要と考えています。

できることならば、今しばらく当団体の活

動を継続して、ウクライナと福島の支援を

していきたいと願っています。また、福島

で継続的に実施してきている「放射線量の

測定および汚染マップ作成プロジェクト」

により、最も大切と思われる現状把握を続

けていきたいと考えています(土壌の放射

線量測定は今年度から正式に始めさせてい

ただきました)。 

いつもお願いばかりで大変恐縮ですが、

みなさまからの支援をたよりに、活動をし

ています。いただきました支援金(寄付金，

助成金)は、ウクライナや福島のために大切

に使わせていただきます。この窮地を助け

ていただきたく、どうぞよろしくお願いい

たします。          

理事一同  

＜東日本大震災による 

「原発事故被災者支援関西弁護団」の HP より借用しました＞ 
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南相馬便り          （神野 英樹） 

★ 信田沢搾油所で生産した「油菜ちゃん」、 

LUSH社に初出荷！  

・信田沢搾油所のフル稼働体制が整った。地元で

協働する「NPO法人 えこえね」からは、今年定

年を迎え協力を快諾してくださった熟練のTさ

ん（65才）、地元 の農業高校卒でUターンを決

断したA君（28才）、遥か鳥取県からは、移住

覚悟でフクシマに寄り添いたいという M さん

（35才）…の3名体制。 

・折しも、LUSH社への納入対応でフル生産とな

ったこの時期に、またとない陣容である。A  

君・Mさんには、「農作業全般」そして「菜の花

PJ」の若い担い手になって

いただくべく、研修制度も

計画している。 

・先日（11月26日）、LUSH

社への「初出荷」が、計画

通りスタートした。 

★「秋の測定隊」完遂！ 

・10/13〜14（第32次）＆10/20〜21（第33次）

の 4 日間に、第 16 期目となる「秋の測定隊」

が計画通り実施された。 

・改善点（その 1）…県外からの応募者は「現地

（とどけ鳥）集合／現地解散」！  

本当に予定通り「全員集合」していただけるか

どうか、応募者全員の顔を見るまで、不安でい

っぱいだったが、遠方からの参加者も、見事定

刻通り参集。測定隊員の募集を、幅広く弾力的

に行える道が開けた。 

・改善点（その 2）…土壌の採取方法を「マニュ

アル化」して統一！  

スコップ・ホールカッター・くわ…などを完備

し、採取すべき土壌や採取方法などを「マニュ

アル化」したことにより、サンプル採取にバラ

ツキが少なくなった。また、改めて、防護服・

防塵マスク・靴カバーも完備。 

・改善点（その3）…測定用の案内地図を改良！  

測定隊の強力な助っ人（私たちが全面的に信頼

する）S さんが、各測定エリアごとに、すべて

の測定ポイントを 1〜2 枚の地図に落とし込ん

だ「改良マップ」を作成してくれた。道に迷う

こともなく、大幅に測定ポイントを探す時間が

短縮された。 

★ ある農牧業従事者の苦悩 

・豚2頭を出荷するため、行政が指導する「豚の

血液検査」を受けた。結果は「0.765 Bq/kg 検

出」！（国が認める、豚肉の安全基準は

「100Bq/kg」。） 

・出荷を認める（豚を屠殺する）と、豚肉の放射

能検査を実施・公表することになるが、「もし、

豚肉にも放射能が検出され、世間で騒がれるよ

うなことになっては困る！」という判断で、今

しばらくの『飼い直し』を余儀なくされた…と

のこと。「安全（事故の終息）宣言」のみを要求

する国に忖度して、「ことなかれ主義」の地方行

政から、事実上の「出荷ストップ」がかかった

のである。 

・「双葉地方水道企業団」が発売を開始した「ふく

しま木戸川の水」もまた、「事故終息宣言」をPR

するための忖度なのであろう。 

★ 森松明希子さんの「国連報告会」（10/27 開催）

に参加して 

・ふるさとを後にして、日本各地に「自力避難」

（注：国が実施してきた避難政策を見れば、決し 

て…「自主避難」＝自己責任＝サマショーロ＝

わがままな人々…ではない！）している人々は、

「ふるさとを棄てた」という「自責の念」が付

きまとうという。しかし、ここ南相馬（ふるさ

と）に戻って暮らす人々は、誰一人としてそれ

を責めたりはしない。お互いの事情を十二分に

理解して、暖かく見守っている。 

・しかし、福島を離れた地に住み、「福島には住め

ない！」「福島産は食べられない！」と声高に語

られることに対しては、少なからず抵抗がある。

帰還を強要するかのような国策と、（避難し続

けることをバックアップする）一般市民の支援

活動がごく一部に限られる中で、しかも「福島

に住むな！」という権利は誰にもない。 

・大切なことは、「移住を決断した人々」と「帰還

を決断した人々」が手を携えることである。今

回の「国連報告会」のような企画は、是非とも

被災地でこそ開催していただきたいと思う。

「避難している人々」と「帰還した人々」は、

どちらも昔ながらの故郷の友人なのだから…。 
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～自己紹介と X’masカードキャンペーンの進捗状況～ 

（インターン生 高田 浩気） 

≪はじめまして！≫ 

はじめまして、今年度インターン生として活動しています、大学 4 年生の高田浩気（たか

だこうき）です。2018 年 9 月末頃まで、中米“ニカラグア”と“コスタリカ”に留学して

いたため、インターンの開始時期が大変遅くなってしまいました…。 

11 月に入り、X’mas カードキャンペーンも大変な時期に差し掛かってきました。今一度、

気持ちを入れ直し、活動に取り組んでいきます。 

≪ワールド・コラボ・フェスタ 11/10（土）～11（日）≫ 

さて、先日オアシス 21 で開催されましたワールド・

コラボ・フェスタで、当初は 10 日のみの予定でブース

出展を申し込んでいましたが、今年は他団体の協力を得

ることができ、11 日にも X’mas カードキャンペーンを

行うことができました。 

幸いにも天気は快晴で、活動日和となり、たくさんの

方々が参加してくださいました。ブーステントにぶら下

げられた X’mas カードを見た時は、とても嬉しくなりました！ 今年のワールド・コラボ・

フェスタ合計で 92 枚でした。 

ワールド・コラボ・フェスタ以外にも毎年協力していただいている教会関係者の方々や、

学童クラブの子ども達にもカード作りのイベントを実施していただいたり、企画したりして

きました。参加者の方々が楽しく夢中になって書いている姿が目に浮かぶ、そんな X’mas カ

ードばかりでした！ 

参加・協力してくださった方々、誠にありがとうございました。 

≪ウクライナ便発送準備 11/21(水)～11/28(水)≫ 

11 月 19 日にウクライナ用の X’mas カードを締め切

りました。そして、11 月 21 日からウクライナ便の発

送準備を開始しました！本当に数多くの X’mas カー

ドが事務所に届きました！  

初めてあれほど大量の X’mas カードを見て、とても

驚いたと同時に感動を覚えました！ 事務所では

X’mas カードと折

り紙を封筒に入れ

る作業をしていま

す。大変な作業では

ありますが、皆さん

の心がこもった X’mas カードを見ながら発送準備を

行っている最中に、“心を元気にする何か”を感じまし

た。このような活動ができて、とても光栄に思います。 

＜事務所で作業をする高田さん 

（中央の男性）＞ 
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連載 120            原発の今とこれからの経済 

福島原発事故から７年 8 カ月が過ぎた。事故後全ての原発が停止した時期があったのは

幻だったかのように、国内では今、9 基もの原発が稼働している。それでも全消費電力の 1％

程度に過ぎない。福島原発事故後に急速な勢いで成長した、太陽光や風力・小水力等の自

然エネルギーは 7％、原発の 7 倍である。太陽光発電が消費量の 80％も占める九州では、

電力過剰によるブラックアウトを避けるためと称して、九州電力が原発を稼働させながら

太陽光発電の受け入れを停止する、という愚策をとった。これを本末転倒と言わずして何

というか。 

大阪万博の夢 

最近、2025 年の大阪万博誘致が決まり、政治

家もマスコミもはしゃいでいる。だが思い出す

が良い。かつての大阪万博の年、1970 年は日本

で初めて商業用原発が稼働し、若狭湾から送ら

れてきた美浜 1号（加圧水型）と敦賀 1 号（沸

騰水型）からの電気が万博会場に電気を灯した

年だった。政府もマスコミも大はしゃぎ、まさ

に「原発は明るい未来のエネルギー」だった。

しかし、心ある人々はそれが大きな問題を抱え

ていることを知っていた。事故と放射性廃棄物

の問題だ。だが多くの日本人は、広島・長崎の

被曝者でさえもが「核兵器はダメだが平和利用

は未来のエネルギー」と期待した。放射性廃棄

物はいずれ何とかなる、と原子力村の専門家た

ちも政治家も浮足立った。中には廃棄物はロケ

ットで太陽に打ち込めば良い、等と真顔で言う

専門家もいた。核燃料は 5重の壁で遮られてお

り、万一事故が起きても放射能は外に出ない、

と電力会社は豪語した。 

あれから 48年経った今、多くの日本人は原

発の抱える問題が未だに解決の糸口さえ見えな

い事を知っている。「いずれ何とか」はもう通用

しない。夢と消えた原発の未来、それに代わっ

て次の大阪万博の夢は「カジノ誘致」だという。

この国の劣化ぶりには目を見張るものがある。 

「ベースロード電源」の嘘 

これまでに国内で建設された商業用原発は

全部で 57 基（5050 万 Kw）だが、23基（1686

万 Kw：33％）は既に廃炉が決まっている。残

り 34 基のうち 5基（柏崎刈羽 5,6 号、高浜 1,2

号、東海第二）は原子力規制員会の検査には合

格したが、いずれも地元自治体の合意は容易で

はない。最後に残った浜岡（3～5）、志賀（1,2）

など 20 基（1900 万 Kw）は、安全審査にもか

けられていない。にも拘らず政府は相変わらず

原発を「ベースロード電源」と呼び、全電源の

20％程度を原発で賄う、と言う。何故か。経団

連に代表される原子力産業界がその背後にある

からだ。原発はコストが高く割に合わないこと

を、電力会社もそろそろ正直に主張すべきでは

ないか。 

身の丈に合った経済を 

大阪万博に見られるように、長い目で見れば

この国の経済は既に衰退期に入っている。少子

高齢化による人口減少と労働力の不足を外国人

労働者で埋めよう、という政策をごり押しして

も、かつてのような経済成長は戻らない。原発

とともに、この国の経済の発展は終焉を迎えた

のだ。種子法や漁業権を廃止し、農業や漁業を

民営化・大規模化しても、経済の高度成長は戻

らない。 

2017年12月の国連総会は、2019年から2028

年までを「家族農業の 10 年」とすることを採

択した。これまでの大規模農業では、世界の貧

困や飢餓を撲滅できない事が分かったからだ。

これは、国連が取り組む 2030年までの持続可

能な開発目標(SDGs)の一環でもある。多様性こ

そが持続可能な未来につながる。エネルギーも

その他の産業も、世界は身の丈に合った社会と

経済の時代に入ったことを自覚しなければなら

ない。     （2018年 11 月 28日 河田） 
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測定隊に参加して     （三浦 匡史） 

私は今回は

じめて、埼玉

から「第 16

期南相馬放射

線量測定プロ

ジェクト」に

参加させて

いただきま

した。このような活動が 2011 年以降ずっと

続けられているということは、同じ埼玉で市

民活動を一緒にしている仲間から聞いてはい

ましたが、実際に参加してみて、一部報道で

しか伝わってこない現地の様子を自分の目で

見て、活動の持つ意味や被災地の復興の道の

りを考える良い機会となりました。 

 2018 年 10 月 13 日午前、とどけ鳥事務所

に集合して測定エリアの割り当てとグループ

分け、測定方法の説明を受けた後、午後 3 時

まで担当する測定ポイントを巡り、放射線量

を測定しました。ペアを組んだ方が第 1 回か

ら欠かさず参加されている方で、初心者の私

でも安心して測定を進めることができました。 

 私が担当したエリアは、南相馬市西部（内

陸部）の山間丘陵部にあたり、南相馬市の中

でも比較的線量が高いエリアのようでした。

特に、除染が困難な山林や、復旧作業にあた

るダンプが往来する幹線道路沿いに高い傾向

が見られました。しかし、全体的には想像し

ていたよりも線量は低く抑えられている印象

でした。 

 また、測定隊の活動終了後、南相馬信田沢

搾油所を見学させていただきました。ここは

一般社団法人南相馬農地再生協議会が運営す

る菜種油の搾油所で、放射能汚染で一旦は破

壊された地域の再建を目指し、農地の再生活

用と持続可能で自立的な地域経済の確立を目

指すプロジェクトの拠点となっているそうで

す。地域の未来と暮らしを描く前提として、

放射能汚染に関する正確な情報は欠かせませ

ん。市民が自主的に科学的データを積み上げ

る作業はとても重要で、地域の未来と暮らし

を市民自らの力で描き出していこうという取

り組みは尊いと感じました。 

 このプロジェクトを継続的に推進している

みなさんに心より敬意を表するとともに、参

加させていただき貴重な機会を与えていただ

いたことに、あらためて感謝申し上げます。 

測定隊に参加して      （桑田 仁） 

2018 年 10 月 13～14 日に開催された、第

16 期測定隊に参加いたしました。おかげさま

でさまざまなことを知ることができました。 

まず、放射線量の測定ボランティアを継続

的に行っている組織（チェルノブイリ救援・

中部、放射能測定センター・南相馬）の存在

を、恥ずかしながら初めて知りました。そし

て南相馬やその周辺地域で見かける線量マッ

プが、ボランティアベースで作成されている

ことを知りました。あらためて、活動に頭が

下がる思いです。線量の測定に関しては、こ

れまでのノウハウが生かされた、とても分か

りやすい説明のおかげで、特に困難なく参加

することができました。 

また、星野さんの案内のおかげで、南相馬

を含む、より広域における原発被災区域にお

ける制限の現状を知ることができました。国

道 6 号沿いの双葉町近辺では、アコーディオ

ンフェンスで敷地毎に閉鎖され、立入りは禁

止されている一方、浪江町請戸港からは原発

が目視できるにもかかわらず、線量は低いた

め立ち入ることができます。こういった物理

的な環境の違いに加え、一時帰宅を柔軟に運

用してきた自治体では住民の帰還が進むとい

った行政の運用、また地域ごとの住民の気質

の違いなども合わさり、現在の状況が形成さ

れていることが良く理解できました。 

もう一つ大変興味深かったことは、小高に

おいてさまざまな文化的な活動が現在進行形

で生まれていて、お世話になった双葉屋旅館

がそのハブとなっていることです。そしてそ

の求心力の源は、経営者ご夫妻が持つ、他者

を受け入れてつなぐ力によるところが大きい

と感じました。 

一方、農地の汚染土を除却し、新しく山砂

を充填する作業が続けられていることについ

ては、そのために近隣の山が切り崩され、景

観が変容している箇所が見受けられました。

今後の地域づくりを見据え、美しい風景を維

＜再生を待つ農地と汚染土置き場＞ 
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持しながら客土を行う配慮が必要ではないか

と考えます。最後にあらためてお礼を述べさ

せていただきます。大変お世話になりました。

ありがとうございました。 

測定隊に参加して   （今井田 正一） 

愛知県一宮市から初めて参加させて戴き

ました。一宮市は名古屋の北の方角、岐阜の

すぐ南です。私は、2011 年 東日本大震災の

発災以降、震災により愛知県に避難されてこ

られた方々への支援を、愛知県被災者支援セ

ンターのボランティアとして行ってきました。

私の住む一宮市にも、いわき市・福島市など

から来られた 7 世帯の方が 今もおられます。 

今回の測定参加は前半の 2 日間のみ、不安

の中での参加でした。地名も方向も分からな

い中、地元を知り尽くしたベテランの皆さん

のおかげで 何とか測定のお手伝いができた

ことを感謝します。特に移動する車の中でお

聞きした地元の歴史・文化・事故前の生活・

今の想いなど、訪ねないと知りえないことが

とても多くありました。 

2 日目、浪江町の街並みがなくなり山中に

入った途端、線量計のアラームが鳴りっぱな

しになったことには驚きました。 概ね 0.35

μSv/h で鳴動する設定とのこと。私が測定に

入った場所では、町に近い街道（国道）沿い

で 1～2μSv/h 程、少し奥に入ったり脇道に

入ると 3～4μSv/h 程の値でした。ちなみに、

この津島街道は岐阜県郡上市から高山市に抜

ける「せせらぎ街道」に似た街道で、もう少

ししたら紅葉が綺麗だろうなと思って見てい

ました。 ただ、人の手が入っていない荒れた

木々が連なり、とても悲しく思えたことを今

も覚えています。ごく僅かな時間でしたが、

地元の皆さんと接したことと、ナマで見る景

色のほか五感で感じる圧倒的な臨場感で、新

聞、テレビからは知ることができない「何か」

を得たようにも

思います。 

また、チェル

ノブイリ救援・

中部さんの事実

を知るための継

続的な活動、そ

してその事実を元に人の生業を見据えたあら

たな町づくりへ挑戦している皆さんの活動を

見て、とても感銘・敬服しました。そして測

定の準備に大変だったろう神野さんの笑顔を

最後に拝見したとき、「参加して良かった」と 

あらためて思いました。よろしければ、桜の

咲くころには再びお世話になりたいと思いま

す。今回はどうもありがとうございました。 

放射線測定に参加して  

（カリタス南相馬 武田俊一） 

東日本大震災発災後の 4 月から、岩手県宮

古市を皮切にボランティアを続けています。

昨年 2 月に初めて南相馬市を訪れ、以来この

地でソフト・ハードを含めたボランティア活

動をしています。ソフトの面では、平日（月

曜日から金曜日）、幼稚園の見守り活動をしま

す。仕事をかかえている保護者のために、午

後 5 時まで園児を幼稚園が預りするためです。

昨年初めて、見守りを担当するに当り、幼稚

園の職員（先生）から、外遊びは 30 分以上

は NG と言われました。その時に放射線のこ

とを身近に感じました。ここの幼稚園の砂場

は屋内に設けてあり、それは除染のためグラ

ウンドの上を除去したことによるものです。

幼稚園の敷地内に、県（？）が設置した放射

線線量器があります。毎日見ますが、0.075

～0.09μSv/h の範囲内を示しています。 

ハード面では、週末（土曜日・日曜日）野

外活動に行きます。草刈り、樹木・竹林の伐

木が主です。それも除染作業が終った場所で

の作業です。10 月 13～14 日、20～21 日延

べ 4 日、放射線測定に初めて参加しました。

測定作業そのものは難しいものではないので

すが、地理に不案内のため、測定ポイントに

たどり着くまでが大変苦労しました。測定を

通じて感じたことは、線量の高い地域と低い

地域の差が大きいことです。除染が終った所

では、国の基準値 0.23μSv/h を上回る箇所は

ほとんどありませんが、除染作業が進まない

（国が行わない）地区では、私が担当した地

点の最高値は 2.8μSv/h でした。放射線測定

は、出口の見えないトンネルのようです。何

年、何十年かかるかも知れません。しかし、

続けていくことが後世のためと思います。 
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2017年 2018年
海岸 0.135 0.124 92%
中央 0.156 0.147 94%
山間 0.232 0.226 97%
海岸 0.125 0.121 97%
中央 0.178 0.161 90%
山間 0.328 0.298 91%
海岸 0.137 0.134 98%
中央 0.214 0.196 92%
山間 0.377 0.319 85%

0.152 0.143 95%
0.229 0.198 87%
0.563 0.482 86%
1.893 1.568 83%
2.303 1.971 86%
1.097 0.946 86%
0.599 0.535 89%

＊物理的半減期による１年の変化率 91%

1年の
変化率

富岡町

国道６号以東
国道６号～常磐線
常磐線～常磐道
常磐道～大柿ダム
大柿ダム～下津島

下津島以西

1m平均空間線量率[μSv/h]

南
相
馬
市

鹿
島

原
町

小
高

浪
江
町

第 16 期（第 32 次・33 次）空間線量率測定結果  （池田 光司） 

10 月に、16 回目の空間線量率（空間の放射能の強さ）の測定が、4 日間かけて（2 回に分け

て 2 日間ずつ）行われました。今回の 16 期も、今春行われた 15 期に引き続き、南相馬市・浪

江町・富岡町を同時に測定して、「3 自治体統合マップ」を作製しました。チェル救のホームペ

ージにも近々掲載される予定ですので、ぜひご覧ください。 

(http://www.chernobyl-chubu-jp.org/sokutei-map.html) 

今回の測定結果からは、地域ごとにバラツキはあるものの「全体としては、ここ 1 年物理的

半減期に沿って空間線量率が下がった」と言えます。1 年前と比べた空間線量率の割合は、放

射性セシウムの物理的半減期から計算すると 91%ですが、実際、3 自治体全体の測定結果を平

均すると 90%で、2 つの値はほぼ一致します。ポレーシェ 166 号で「今春の 15 期は昨秋の 14

期に比べて空間線量率が下がらなかった」と報告しましたが、今春 15 期から今秋 16 期にかけ

て空間線量率が下がったので、2017 年（昨春 13 期と昨秋 14 期の平均）に比べて、2018 年（今

春 15 期と今秋 16 期の平均）が約 10%下がったという結果になりました。空間線量率は、秋～

春にかけて下がりにくく、春～秋にかけて下がりやすい傾向を持ちながら、物理的半減期に沿

って下がっていると言えます。なお、福島第一原発事故当初は、半減期 2 年のセシウム 134 の

放射能が 70%で、半減期 30 年のセシウム 137 の放射能が 30%でしたが、事故から 7 年半経っ

た現在では、その比率が逆転してセシウム 134 が 18%、セシウム 137 が 82%となっています。

半減期 30 年のセシウム 137 が大半となってきたため、物理的半減期による低下の割合は減っ

てきています。 

地域ごとのここ 1 年の空間線量率の変化を、表にまとめました。ここ 1 年空間線量率の変化

（低下）が小さかったのは、南相馬市鹿島区山間地域、原町区海岸地域、小高区海岸地域、浪

江町国道 6 号以東の海岸地域です。逆に、変化（低下）が大きかったのは、小高区山間地域、

浪江町常磐線以西の内陸地域です。空間線量率が低くなってきている海岸地域では空間線量率

が下がりにくく、空間線量率がまだ高い山間地域では空間線量率が下がりやすい傾向にあると

言えます。なお、各地域の測定結果の詳細は、報告書にしてチェル救のホームページに近々掲

載する予定です。マップと合わせてご覧ください。 

海岸地域の空間線量率が、自然放射線によ

る空間線量率に近づきつつ

ありますが、まだ、自然放

射線のみになったわけでは

ありません。また、山間部

では依然空間線量率の高い

地域があります。資金的な

苦しさはありますが、今後

も測定を続けていく必要が

あると考えます。ぜひ、み

なさまのご協力をお願いし

ます。なお、今回の測定は、

前回に引き続き LUSHの助

成を受けて可能となりまし

た。ご支援に感謝します。 
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カトリック名古屋教区「正義と平和委員会学習会」を開催して    （上田 千津子） 

11月 17日（土）名古屋市のカトリック名

古屋教区センターにて、NPO法人チェルノブ

イリ救援・中部理事の河田昌東さんをお迎え

して『福島原発事故の今とこれから』と題し

学習会が行われました。この催しはもともと

カトリック名古屋の正義と平和委員会の主

催でしたが NGO センターの「N たま生も参

加できる催しに」ということでチェルノブイ

リ救援・中部との共催になりました。参加者

は 20 名ほどでしたが、N たま生の参加もあ

り中身の濃い 2時間を過ごしました。 

学習会は PDF を使って進められました。

最近、トリチウムを海に流す話などが出てい

ますが、水とほとんど同じ性質で体内に入る

と遺伝子レベルまで傷つけてしまうこと。現

にカナダあたりでは被害の報告があること

を話されました。また、子どもの甲状腺がん

の多発に対する分析と反対の意見を述べる

立場の人の姿勢。チェルノブイリの原発の現

在の様子やジトーミルでの「菜の花プロジェ

クト」の経緯。それに続いて福島第 1原発の

爆発事故の初めから現在に至るまで。南相馬

市における放射線量率の測定とその対比も

PDF 使用により分かりやすく解説がありま

した。また、放射能測定センターでの農作物

や土壌の放射線量の比較の説明。そしてセシ

ウムが土に吸着し溶けなくなるために地表

付近の農作物には吸い上げられないことも

話されました。 

最後に会場の皆さんから、今後私たちが電

力に関してできることについての質問があ

りました。個人レベルでは再生可能エネルギ

ーなどの電気を使うことなど限界がありま

すが、火力発電なども CO2の問題があるので

政府、企業なども併せて方向転換が必要だと

いうことでした。 

「シャチホコ映画祭」を開催して      （井上めぐみ） 

「とりあえずやってみようー！！」的な勢い

で「シャチホコ映画祭 2018」今年 11 月 10 日

に名古屋駅で開催することができました。上映

作品は『原発の町を追われて 3  双葉町 ある牛

飼いの記録』（堀切さとみ監督）、『インド日記～

ガジュマルの木の女たち』（早川由美子監督）、

『映像とトークで伝える 多摩川ねこ物語』（写真家

小西修）、『ヒューマンエラー 安全を信じていた。

しかし･･･』（河野洋監督） 

この 7年間、私が福島に通い続け様々な活動

をしている方々との出会い、福島の人々に思い

を馳せ、地元名古屋で映画祭を開催したい。作

り手側と来場者の距離が近い空間を作りたい。

そこで生まれる交流、そんな手作り感満載の映

画祭。名古屋駅からすぐの多目的スペースを経

営している古い友人に相談、即オッケーをもら

う。やった！「とりあえずやってみようー！！」

がここから始まった。SNS告知、チラシ配布部

隊結成、新聞社２社に載せていただくことがで

きた。当日なんと東北、関東、そして関西から

も足を運んでくれた来場者の方々に驚く。各作

品上映後の監督とゲストのトーク。福島県双葉

町から埼玉県に避難した鵜沼久恵さんが、「名古

屋に着いて高層ビルを眺めながらここが東日本

大震災のような災害にあわなくて本当に良かっ

た」その言葉に胸が締め付けられた。トークで

はきれいごとだけでない避難者の現実を伝えて

いただくことができた。チェル救の河田さんの

放射線講座、新潟大学天谷准教授の「ヒューマ

ンエラー」撮影秘話･･･など、盛り沢山の内容で、

あっという間の 6時間。 

その後の懇親会でも人と人とのつながりによ

って新たな仲間ができていく、素敵な時間だっ

た。開催に向けて力を貸してくださった全ての

方々に、心より感謝を申し上げたい。 



（単位：円）

（特定非営利活動に係る事業会計）

【経常収益】

　１．受取会費 正会員受取会費 117,000

賛助会員受取会費 225,000 342,000

　２．受取寄付金 ミルク 55,000

ﾁｪﾙﾉﾌﾞｲﾘ支援(医療機関) 11,600

ﾁｪﾙﾉﾌﾞｲﾘ支援(被災者団体) 24,400

福島原発被災支援 1,052,500

一般寄付 3,242,601 4,386,101

　３．受取助成金 ラッシュジャパン 2,506,000

名古屋NGOセンター 150,000 2,656,000

　４．事業収益 福島支援事業 503,280

啓発事業 9,000 512,280

　５．その他の収益 受取利息 11

雑収益 6,000 6,011

　経常収益  計 7,902,392

【経常費用】

　１．事業費

　　（１）人件費 給料手当・日当 312,000 312,000

　　（２）その他経費 業務委託費 188,357

支援金 1,500,000

印刷製本費 502,480

旅費交通費 1,718,301

通信費 49,506

荷造運搬 95,848

賃借料 8,000

仕入 63,217

諸会費 30,000

支払手数料 16,515

雑費 2,113 4,174,337

　　　 事業費  計 4,486,337

　２．管理費

　　（１）人件費 給料手当 1,132,945 1,132,945

　　（２）その他経費 法定福利費 5,989

通信費 81,980

荷造運賃 5,940

水道光熱費 52,422

旅費交通費 400

広告宣伝費 2,000

消耗品費 91,868

印刷製本費 18,502

地代家賃 388,800

保険料 10,880

租税公課 600

諸会費 43,000

支払手数料 25,261

雑費 5,400 733,042

　　　　管理費  計 1,865,987

　経常費用　計 6,352,324

　当期正味財産増減額 1,550,068

　前期繰越正味財産額 1,186,915

　次期繰越正味財産額 2,736,983

　※その他の事業は実施していません。
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　　2018年度上半期　活動計算書

特定非営利活動法人チェルノブイリ救援中部

自 2018年 4月 1日  至 2018年 9月30日

科目 金額



１．重要な会計方針

　（１）　固定資産の減価償却の方法

　　　　　有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定率法で償却をする。

　（２）　消費税等の会計処理

　　　　　消費税等の会計処理は、税込経理方式による。

２．事業費の内訳

　　事業費の区分は以下の通りです。

科目

医
療
機
関
支
援
事
業

粉
ミ
ル
ク
支
援
事
業

被
災
者
団
体
支
援
事
業

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー

ド
事
業

業
務
委
託
事
業

通
信
誌
発
行
事
業

イ
ベ
ン
ト
関
連
事
業

派
遣
事
業

福
島
原
発
被
災
支
援
事
業

啓
発
事
業

　受取寄付金 11,600 55,000 24,400 1,052,500
　受取助成金 150,000 2,506,000
　事業収益 503,280 9,000
　その他の収益

　経常収益  計 11,600 55,000 24,400 0 0 0 150,000 0 4,061,780 9,000

（１）人件費

　　 給料手当・日当 312,000
　　 人件費計 0 0 0 0 0 0 0 0 312,000 0
（２）その他経費

　　業務委託費 188,357
　　支援金 300,000 480,000 720,000
　　印刷製本費 118,000 384,480
　　会議費

　　諸謝金

　　旅費交通費 1,620 1,716,681
　　通信費 48,331 1,175
　　荷造運搬費 94,544 1,304
　　消耗品費

　　地代家賃

　　水道光熱費

　　貸借料 8,000
　　仕入 63,217
　　新聞図書費

　　保険料

　　諸会費 30,000
　　支払手数料 1,400 3,535 4,616 6,964
　　雑費 2,113
　　為替差損

　　その他経費計 301,400 483,535 724,616 0 188,357 260,875 11,733 0 2,203,821 0
　　事業費計 301,400 483,535 724,616 0 188,357 260,875 11,733 0 2,515,821 0
経常収益－事業費 △ 289,800 △ 428,535 △ 700,216 0 △ 188,357 △ 260,875 138,267 0 1,545,959 9,000
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◆2018年度は、前年度の繰越財産額が約119万円で始まりました。2018年度の運営資金状況を鑑み、ホステージ基金

とも相談をして、当初予算から例年よりも支援金や業務委託費を減額しました(約100万円程度)。ホステージ基金へは
皆様からいただきました8月までの寄付金と会員費のおかげ様で、両方の費用を無事に送ることができました。

◆放射線量測定プロジェクトに関しましては、春、秋ともラッシュジャパン様から測定プロジェクトの全額の助成を

いただき、無事に事業を遂行できました。

◆上半期を終えた段階で、下半期の支出金額を試算したところ、下半期に予定している事業の全てを実施することは

困難と予想されたため、派遣事業の中止と、手紙プロジェクトを東海地域NGO活動助成金事務局（名古屋NGOセン
ター・真如苑様共催）からいただいた助成金の範囲内で遂行する予定としています。

◆今年度の当団体の運営を無事に遂行しきるとともに、今後も当団体を継続的に運営して、ウクライナと福島を支援

していきたいと願っています。皆さまからいただきました当団体への支援金は大切に使わせていただきますので、今
後もご支援をいただけますと嬉しいです。どうぞよろしくお願いいたします。　　     （会計係 大森 融(臨時担当)）

2018年　11月　14日　　　監査人　  　　神野美知江

2018年度上半期　財務諸表の注記

　　計算書類の作成は、NPO法人会計基準(2010年7月20日　2011年11月20日一部改正　NPO法人会計基準協議会)による。

(単位：円）

【経常収益】

【事業費】

2018年度上半期（2018年4月1日～同年9月30日）の会計報告を監査した結果、異常なく正当に処理されていることを証明します。
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事務局便り  

今年は、カードキャンペーンの締切りを早めたので、集まり具合はどうかと懸念したが、思

いのほかたくさんのカードが届けられた。ウクライナ・日本どちらのカードも、相変わらず力

作揃いで、カード発送作業は楽しい。南相馬・小高でもたくさんの方のご協力で、カード作り

が行われたという。事務所からは、ウクライナへすでに 1,932 通のカードを送り、次は 1,222

通のカードを南相馬へ送る。これが終われば、はや師走。時はあまりにも早く過ぎていく。

―青春・朱夏・白秋・玄冬、人生もまたそのように過ぎていくーか。さて、今年 1 年、チェ

ル救は多くの方々に支えられた。皆さまに心から感謝申し上げます。        （山盛） 

「2018年秋の線量率マップ」 完成！！ 

今回も、計測した人は、地元および全国からの

ボランティア、救援・中部のスタッフ、放射能測

定センター南相馬のスタッフ、のべ 96 名で、お

よそ 1,600 地点の測定を行いました。測定に協力

いただいた各地の皆さま、資金難の折、マップを

完成させるために資金援助いただいた LUSH 

Japan さま、ありがとうございました！ ご協力い

ただいた皆様には、本号と合わせて郵送する予定

です。お手元に届いてますか？他に興味をお持ちの方は、救援・中部事務局にご連絡ください。

もちろん南相馬（とどけ鳥）でも良いですよ。そして、次回もぜひご協力くださいね。   （美） 

編集後記  

☆運営委員会で事務局に行くと、遂に完成した油菜ちゃんのごまドレ発見！消費税込で 600 円

ですよ。そのうち人気に火がついて品薄状態になる前に手に入れておいてくださいね。   （佳） 

☆平成時代の最後を飾る「エルミタージュ美術館」で絵画の鑑賞。今まで対面していない絵画

を楽しめた。最近、東北新幹線に乗ると途中下車して上野をパトロールしたくなる･･･ん？（美） 

☆11 月 6 日に行われた米中間選挙において、共和党が「上院で勝利／下院で敗北」し、ねじれ

現象が発生した。「トランプ大統領は、これから難しい政局運営を強いられる」…というのが、

マスメディア（＆それを信じる人々）の一致した見解のようである。しかし、トランプ大統

領は即座に「歴史的な勝利だ！ 皆さんありがとう！」…と勝利宣言し、翌日には司法長官の

人事入替を発表した。上院における共和党の勝利とは、「司法の人事権が善人（トランプ政権）

側の手に渡り、世界を支配してきた犯罪者集団をパージ（大量逮捕）して、世界の劇的変化

（パラダイムシフト）を実現できる体制が整った」…ということを意味している。この変化

を象徴するかのごとく、この 1 年間に「ヒラリー・クリントン（ネオナチ）」の後ろ盾であ

った「デイヴィッド・ロックフェラー（3/20）」「バーバラ・ブッシュ（4/17）」「ジョン・マ

ケイン（8/25）」、そして「パパ・ブッシュ（11/30）」が、相次いでこの世から姿を消した。(Ｊ) 

〒 456-0022 名古屋市熱田区波寄町 20-14 

印刷「エープリント」 

TEL・FAX（052）871-9473 


